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１．研究計画の概要 
この研究の目標はサブバンド MP と他符号

化方式との適応的動画像符号化システムの
構築である．この動画像符号化システムの中
心技術の一つとなるサブバンド MP は，以前
の研究により得られた成果である．今回の動
画像符号化システムはそれを用いた従来の
システムの発展型にあたる． 
研究計画としては，(1)Matching Pursuits 

の基礎性能向上，(2)適応的符号化システム
の構築，(3)符号化システムの最適化，(4)符
号化システムの機能拡張について研究を進
める．また，これらのシステム構築のための
基礎実験および評価実験は，画像解析・シミ
ュレーションシステムおよび所属機関の計
算機を連携させ，シミュレーション実験によ
り行う．  
 

２．研究の進捗状況 
  現在までに以下の研究成果が得られた． 
1) Matching Pursuits の符号化処理では，
信号とそれに類似したパターンを持つ辞書
を探索する処理を行うが，非常に多くの計算
量が必要であり，高速な符号化処理の障害と
なっている．そこで探索処理において､予測
誤差信号中の信号エネルギーと最適近似信
号の分布特性を考慮し，信号エネルギーの低
い領域を探索対象から外し，残った領域につ
いて多段探索を行うアルゴリズムを開発し
た．これにより PSNR の低下を 0.2 dB 程度
に抑えたまま，全探索と比較して，約 90% の
処理時間削減を実現した｡ 
2) Matching Pursuits の符号化特性は用い
る辞書に大きく依存する．従来の学習による
汎用的な辞書設計においては，符号化対象信

号への最適化とシーケンス内の特性変化へ
の対応ができなかった．新たに提案した動的
学習辞書設計法では，符号化中に各フレーム
において学習・最適化を行うため，対象信号
への最適化とシーケンス内の特性変化への
対応が可能となった．これにより，Matching 
Pursuits を用いた動画像符号化における符
号化特性の改善が実現した． 
3) 信頼性が高い動きが抽出可能な特徴点
を用い，それから得られる統合による動き推
定誤差の変位量に基づく評価関数による領
域統合法を提案した．これにより高い領域の
統合精度を実現した． 
4) 動的輪郭モデルを用いた輪郭抽出の結
果に基づく，エネルギー最小化項を 
Watershed アルゴリズムの地形図に組み込
んで動オブジェクト抽出を行う手法を開発
した．これにより正確で滑らかな動オブジェ
クト輪郭の抽出が可能となった． 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している． 
（理由） 
研究計画中の(1)Matching Pursuits の基
礎性能向上に関しては，進捗状況の 1), 2) で
述べたように，符号化処理の高速化と符号化
特性の向上が達成された．また，(4) 符号化
システムの機能拡張に関して，3), 4) の動オ
ブジェクト抽出法の改善が，進展に寄与する
と考えられる． 
 
４．今後の研究の推進方策 
  引き続き適応的符号化システムの開発を
行う．符号化効率の向上を中心として検討を
おこなうが，システムの機能拡張について，
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より大きな成果が見込まれる場合には，機能
拡張を中心とする． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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